








据付場所の確認
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器具と被照射面は 20cm
以上離す。（被照射物の変
形・変色の原因）

器具の取付けは据付工事説明書に従い行う。
（不確実な取付けは、器具落下・感電・火災の原因）

標準据付工事の方法

1 天井に埋込穴をあける 埋込穴径
φ75　mm＋2

 0

取付可能天井厚
5～25mm

断熱材・防音材を使用する場合は、次の取付条件を守る。

10cm以上
離す

10cm以上
離す

10cm以上
離す 電源線

本体

断熱材
防音材

10cm以上
離す 

10cm以上
離す 

10cm以上
離す 

断熱材
防音材 電源ﾕﾆｯﾄ

電源線は、断熱材・防音材の上側にくるようにする。
電源ユニットの上に断熱材がかぶらないようにする。

• 指定埋込穴径φ 75+20  mm であける。
• 埋込穴をあける際は専用工具を用いる。
• 埋込穴の中心よりφ110 ｍｍ以内に障害物がないことを確認する。

断熱施工天井に取付けない。
（火災の原因）

2 電源線を電源端子台に接続する

•電源端子台の容量は15Aです
•適合電線： φ 1.6mm単線　　
 φ 2.0mm単線

（1） 電源線を電源端子台の差し込み穴に確実に差し込む。
（2） アース線を差し込み穴に確実に差し込む。
　＜Ｄ種（第 3 種）接地工事が必要です。＞

電源線高電位側

アース線

水平方向に一本ずつ
確実に差し込む

解除
ボタン

電源端子台

電源線低電位側
皮むき長さ
10～14mmアース

接続状態

• 電源線を電源端子台から取り外すときは、
 幅６mmのマイナスドライバー等で、解除
 ボタンを押しながら電源線を引き抜く。

　• 器具質量（約 0.6 kg）に十分耐えるよう、取付部の強度を確保する。
　• 補強材を入れる場合、天井内で動かないよう固定する。

• ロックウール、珪酸カルシウム板等、柔らかい天井に取付ける場合
 は、天井材損傷、枠と天井面の間にすき間ができることがあるので、
 天井上面と取付ばねの間に補強材を入れる。
 （不備があると天井材の破損、落下の原因）
• 器具と被照射面は20cm以上離す。
 （被照射物の変形・変色の原因）

20cm以上

被照射面
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• Ｄ種（第3 種）接地工事を確実に行う。（接続不備は感電の原因）
• アース工事は電気設備の技術基準に従い行う。（アース工事が不完全な場合は感電・火災の原因）
• 電源線を電源端子台の差し込み穴に確実に差し込む。
 （接続が不完全な場合は、接続不良による発熱により火災の原因）
• 電源の接続は適合太さの電源線を指定長さに被覆をむき、１本ずつ速結端子の奥まで差し込む。
 （差し込み不十分は接触不良により火災・感電の原因）
• 送り配線は照明器具専用とし、容量を確認して接続する。
 （容量を超えると電源端子台が過熱・損傷し火災の原因）

・ 信号線端子台に接続された信号線を取り外すときは、
解除ボタンを押しながら信号線を引き抜く。

　信号線を信号線端子台の差し込み穴に水平方向に一本ずつ確実に差し込む。
　適合信号線　φ0.9 ｍｍ～φ1.2ｍｍ
　　　　　　　FCPEV-1P単線
　（接続が不完全な場合、動作不良の原因）

3 信号線を信号線端子台に接続する　　　　　　　　　　

信号線端子台には電源線を接続しない。
（過熱・損傷し火災の原因）

水平方向に一本ずつ
確実に差し込む

解除ボタン
皮むき長さ
8～10mm

信号線（片方は送り）

信号線端子台

電源線

電源線に張力がかからないように
図のように電源端子台より天井面
側へ向かって折り曲げる。

4 器具を埋込穴に入れる

取付ばね

電源ユニット

（2）縮ませる

天井

取付ばね（3本）

（3）
縮ませる

（1）天井埋込穴に電源ユニットを挿入する。
　　• 電源ユニットは天井裏の平らな所に反転、横転しない
 よう設置する。また、本体に接触しないようにする。
　　• 電源ユニットは木ねじ（客先手配）で固定する
 ことができる。
（2） 電源ユニットがつながっている取付ばね1本を
 矢印の方向へ縮ませ、天井埋込穴に挿入する。
（3） 残りの取付ばねを縮ませ、天井埋込穴に挿入し、
 枠を押し上げる。

器具取付けの際は電線を挟まない。
（絶縁不良により感電・火災の原因）












